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2 ℓの方程式は y = k (x − a) + b = kx − ka + bであり
放物線と ℓとの共有点について

x2 = kx − ka + b を解く

x2−kx+ka−b = 0 · · · 1⃝ とし， この判別式をDとする。

D = k2 − 4ka + 4b

= (k − 2a)2 − 4a2 + 4b · · · 2⃝

> 0 ( ∵ b > a2)

したがって放物線と ℓは kの値にかかわらず 共有点を 2個
もつ。
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2つの共有点の x座標を α，β (α < β)とすると
α，βは 1⃝の 異なる 2つの実数解なので， 解の公式から

α =
k −

√
D

2
, β =

k +
√

D
2

であり

α < x < βでは x2 < kx − ka + bより

S(k) =

∫ β

α

{
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−
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} dx
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∫ β
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(x − α)(x − β)

dx
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(β − α)3

=
1
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(√
D

)3
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したがってDが最小のとき S(k)は最小値をとる。

2⃝から Dは k = 2aのとき 最小値 4 (b − a2)をとるので
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(√
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bababababababababababababababababababab

k = 2aの図形的意味を考えてみましょう
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